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【 正 解 】 ① 表面積が大きくなり，効率よく気体の交換ができるから。   ② ウ    
③ 組織液   ④ エ   ⑤ ウ   ⑥ グリコーゲン   ⑦ イ 

⑧ ５  
【 解 説 】 

① 肺胞のような非常に小さな袋状のつくりになっていると，表面積が大きくなり，気体の交換の効率がよい。 

② 毛細血管中の血液に含まれている二酸化炭素の一部が肺胞に出され，肺胞にある酸素の一部が毛細血管中の血液

にとりこまれる。ヘモグロビンは肺などの酸素の多いところでは酸素と結びつき，細胞などの酸素の少ないところ

では酸素をはなす。 

③ 毛細血管の壁からしみ出した血しょうは細胞のまわりを満たす組織液になって，赤血球からはなれた酸素や血し

ょうにとけて運ばれてきた養分を細胞にとどけ，細胞の活動によってできた二酸化炭素やアンモニアなどの不要物

を受けとり，物質のやりとりのなかだちをする。 

④ 図２の心臓は，ヒトの正面から見た図なので，左右が逆向きになる。心臓の上部の静脈とつながる部屋が心房で，

下部の動脈とつながる部屋が心室である。  
⑤ Ｐは心臓から静脈血が肺に流れる肺動脈で，Ｑは肺から動脈血が心臓に流れる肺静脈である。  
⑥ 小腸で吸収されたブドウ糖の一部は肝臓に運ばれて，グリコーゲンという物質に変えられてたくわえられる。  
⑦ Ｒはじん臓につながる動脈で，酸素と尿素などの不要物の割合が大きい血液が流れる。Ｓはじん臓につながる静

脈で，Ｒを流れる血液よりも酸素や不要物の割合が少ない血液が流れる。  
⑧ 心臓から送り出される血液のうち，心臓の活動を維持するために用いられる割合は，250〔cm3〕÷(70〔cm3〕×

72〔回〕)×100＝4.9…より，約５％になる。  
 

 
 

 

【 正 解 】 ① (Ba(OH)2 →) Ba2+ ＋  2OH－   ② ウ   ③ エ    

④ イ   ⑤ 水酸化バリウムがすべて反応した   ⑥ ア 

⑦ 68（cm3） 

【 解 説 】 

① 水酸化バリウムは水にとけると，バリウムイオンと水酸化物イオンに電離する。 

② 中和反応が起こると，白い沈殿の硫酸バリウムが生じることから，ビーカーＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅのすべてで中和

反応が起こっている。 

③ 酸の陰イオンである硫酸イオンとアルカリの陽イオンであるバリウムイオンが結びついて硫酸バリウムが生じた。 
④，⑤ 表のＡ～Ｃ間では硫酸の体積が 10cm3 増えるごとに，白い沈殿が 0.240ｇずつ増加しているが，ＤではＣより

0.096ｇしか増えていないことから，加えたうすい硫酸の体積が 30cm3 から 40cm3 の間で，水酸化バリウムがすべて

硫酸と過不足なく反応したことがわかる。このとき水溶液中にイオンがなくなるので電流は流れなくなるが，さら

にうすい硫酸が加えられると，ふたたび電流が流れるようになる。 

⑥ ビーカーＡでは水溶液中に水酸化物イオンが残ってアルカリ性を示すのでＢＴＢ溶液は青色になり，ビーカーＥ

では水溶液中に水素イオンが残って酸性を示すのでＢＴＢ溶液は黄色になる。  
⑦ 表のＡ～Ｃより，うすい硫酸の体積が 10cm3 増えるごとに，白い沈殿が 0.240ｇずつ増加したことから，水酸化バ

リウム水溶液 20cm3 と過不足なく反応するうすい硫酸を xcm3 とすると，10：0.240＝x：0.816 より，x＝34〔cm3〕に

なる。よって，水酸化バリウム水溶液 40cm3 と過不足なく反応するうすい硫酸は，34×2＝68〔cm3〕になる。 

 
 

 

【 正 解 】 ① 凝灰岩   ② エ   ③ (地層は上にあるものほど) 新しく，ビカリアは新生  
代だけ，アンモナイトは中生代だけに生存していたから。   ④ チャート    

⑤ イ   ⑥ （う） 東  （え） 11   ⑦ ２（ｍ）  
【 解 説 】 

① 火山灰などの火山噴出物が堆積してできた堆積岩が凝灰岩である。 

② 粒の小さい泥は沖の深い海底で堆積し，粒の大きいれきは海岸に近い浅い海底に堆積する。上の層ほど新しいた

め，海底の深さはしだいに深くなる。 

③ ビカリアは新生代，アンモナイトは中生代だけに生存した生物で，地層は上にあるものほど新しいので，Ｑの層

で発見されたのはビカリア，Ｔの層で発見されたのはアンモナイトの化石であることが推定できる。 

④ 海中の生物の一部が海底に堆積してできるチャートは，石灰岩よりかたく，うすい塩酸をかけても気体の二酸化

炭素が発生しない。 

⑤，⑥ 図２で見られる凝灰岩の層は，Ⅰの厚さが２ｍのＳの層とⅡの厚さが４ｍの層で，Ⅲの柱状図からＳの層は

厚さ４ｍの層より上にあることがわかるので，Ⅰ～Ⅲの標高はⅠ，Ⅲ，Ⅱの順に高い。南北方向に地層の傾きはな

いので，Ｉが最も標高の高いＡ，ⅢがＢ，ⅡがＣの柱状図になる。Ｓの層の上面の標高は地点Ｂが 70－4＝66〔ｍ〕

で，地点Ｄが 65－10＝55〔ｍ〕になる。よって，この地域の地層は東の方向に直線距離 500ｍにつき，66－55＝11

〔ｍ〕低くなるように傾いている。 

⑦ 南北方向に傾きはないので地点ＥでもＳの層の上面の標高は 55ｍである。よって，Ｓの層の上面は，57－55＝2

〔ｍ〕より，地点Ｅの地表から２ｍの深さにある。 

 
 

 

【 正 解 】 ① 等速直線運動  ② イ  ③ ウ   

④(1)右図  (2) 12(cm)   ⑤ ア   

⑥ 力学的エネルギーの保存（力学的エネルギー保存の法則） 

⑦ 40(ｇ) 
【  解 説  】  
② 小球が斜面を下るときは速さは一定の割合で速くなっていくが，水平面では速

さが一定になるので，時間と速さのグラフはイの形になる。 

③ 斜面の点Ａから小球が下りはじめるとき，速さがしだいに速くなっていくので，

点Ｂを通過する速さＶ１より点Ｃを通過する速さＶ２の方が速くなる。また，点Ｂか

ら小球が下りはじめるとき，点Ｃを通過する速さＶ３は，点Ｂと点Ｃの水平面から  
の高さの差が 10cm なので，点Ａから小球が下りはじめるときの点Ｂを通過する速さＶ１と等しくなる。 

④(1) 質量が 10ｇの小球Ｐを高さ 40cm から転がしたとき木片が８cm 移動したので，質量 15ｇの小球Ｘのときは 8

×1.5＝12〔cm〕移動する。(2) 小球Ｐを高さ 30cm から転がしたとき木片が６cm 移動したので，質量 25ｇの小

球Ｙのときに転がした高さは 30÷2.5＝12〔cm〕になる。 

⑤ 小球Ｓが斜面２を移動するとき，重力の斜面に平行な分力は斜面の下向きにはたらく。重力の斜面に平行な分力

と斜面に垂直な分力を表す矢印が２辺となり，重力を表す矢印が対角線になるような平行四辺形ができる。 

⑥ 位置エネルギーと運動エネルギーの和である力学的エネルギーは一定になる。 

⑦ 実験３で小球Ｓは斜面１上のＡ点から水平面２まで進み，高さの差が 40－20＝20〔cm〕になるので，実験２で，

斜面上の点Ｃから小球を転がしたときと同じになる。小球Ｐで，転がした高さが 20cm のとき木片は４cm 移動した

ことから，小球Ｓの質量は 10〔ｇ〕×（16÷4）＝40〔ｇ〕になる。 
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